
『
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
』
の
精
神
で

　

一
方
、
本
市
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
の
間
に
、

市
民
の
皆
様
や
市
議
会
議
員
の
皆
様
の
力
強
い

ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
地
域
住
民
の
融
和
と

「
一
つ
の
ま
ち
・
西
条
」
と
い
う
一
体
感
の
醸

成
、
本
市
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
は
大
き
く
進
ん

で
い
ま
す
が
、
西
条
市
は
一
つ
の
「
ま
ち
づ
く

り
チ
ー
ム
」
で
あ
り
、
市
民
を
は
じ
め
、
市
政

の
発
展
に
さ
ま
ざ
ま
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
い

て
い
る
方
々
す
べ
て
が
「
チ
ー
ム
メ
イ
ト
」
で

あ
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
地
域
住
民
間
、

産
学
官
の
連
携
に
加
え
、
都
市
間
や
国
・
県
と

の
連
携
を
重
要
方
針
に
位
置
付
け
、
「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
」
の
精
神
を
も
っ
て
、
市
民
の
皆
様
の

関
心
事
で
あ
り
ま
す
「
周
桑
病
院
」
の
拠
点
病

院
と
し
て
の
機
能
維
持
を
は
じ
め
、
行
政
諸
課

題
の
速
や
か
な
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
と

と
も
に
、
市
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

「
水
」
を
守
る
と
い
う
姿
勢
を
、
ぶ
れ
る
こ
と

な
く
貫
い
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

『
攻
め
・
挑
戦
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
』

　

以
上
の
方
針
を
踏
ま
え
て
、
新
年
度
の
市
政

の
推
進
に
当
た
り
ま
し
て
は
「
攻
め
・
挑
戦
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
、
こ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
掲
げ
、
勇
気
と
情
熱
、
そ
し
て
行
動
力
と

中
長
期
的
な
展
望
を
も
っ
て
、
諸
施
策
の
展
開

や
地
域
課
題
の
克
服
に
、
さ
ら
に
は
現
下
の
難

局
へ
の
対
応
に
、
市
民
の
皆
様
の
目
線
に
立
っ

て
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
引
き
続
き
「
都
市
の
自
立
と
活
力
の

喚
起
」
「
都
市
の
個
性
の
創
出
と
創
造
力
の
発

揮
」
「
都
市
間
の
交
流
と
連
携
の
強
化
」
を
政

策
の
基
本
理
念
に
据
え
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ

て
ま
い
り
ま
し
た
発
想
を
経
営
感
覚
と
戦
略
的

思
考
、
積
極
的
な
情
報
発
信
を
活
か
し
な
が
ら

「
攻
め
」
と
「
挑
戦
」
の
姿
勢
、
「
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
」
の
精
神
を
も
っ
て
果
敢
に
実
行
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
誕
生
５
周
年
を
節
目
と
し
て
、

改
め
て
西
条
市
発
展
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た

先
人
の
方
々
に
深
く
感
謝
し
、
そ
の
気
持
ち
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
「
人
が
つ
ど
い
、
ま
ち
が

輝
く
、
快
適
環
境
実
感
都
市
」
の
実
現
に
つ
な

げ
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
や
障
害
者
が
健
康
で
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
き
め
細

か
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、
各
種

施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

◆
市
民
の
健
康
づ
く
り

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
運
動
と
の
連
携
に
よ
る

相
乗
効
果
の
発
揮
や
、
女
性
特
有
の
が
ん
検
診

な
ど
、
各
種
保
健
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

す
。

◆
子
育
て
環
境
の
充
実

　

新
年
度
か
ら
支
給
を
開
始
す
る
子
ど
も
手
当

に
加
え
、
継
続
し
て
実
施
す
る
就
学
前
児
童
に

対
す
る
医
療
費
の
完
全
無
料
化
な
ど
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

放
課
後
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
事
業
等
に

引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
水
」
の
保
全
対
策

　

本
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
「
水
」
を
未
来

に
継
承
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
地
下
水
資
源
調
査
解
析
事
業
等
の
成

果
を
基
に
、
市
民
・
事
業
所
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
水
資
源
の
恒
久
的
な
保
全
策
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

◆
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
支
援

　

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
生
活

レ
ベ
ル
か
ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
に
対
す
る
助
成
を
新
年
度
か
ら
増
額
し
、
市

民
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に
支
援
し

ま
す
。

◆
都
市
基
盤
の
整
備

　

幹
線
道
路
の
整
備
や
市
道
の
改
良
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
」

で
実
施
し
て
き
た
、
Ｊ
Ｒ
壬
生
川
駅
周
辺
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
南
側
の
整
備
に
も
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
上
下
水
道
事
業

　

西
条
処
理
区
お
よ
び
東
丹
処
理
区
の
管か

ん
き
ょ渠

の

整
備
や
、
終
末
処
理
場
の
増
改
築
事
業
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
上
水
道
事
業
と
合
わ
せ
、
快

適
な
生
活
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
公
営
住
宅
の
整
備
・
充
実

　
（
仮
称
）
宝
来
団
地
の
整
備
を
推
進
し
、
良

好
な
住
宅
環
境
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

◆
防
災
対
策

　

市
民
の
「
安
全
・
安
心
」
を
確
保
す
る
こ
と

は
行
政
の
責
務
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
消
防

力
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
孤

立
の
恐
れ
が
あ
る
山
間
部
の
過
疎
地
に
新
た
な

防
災
情
報
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
ほ
か
、
12
歳

教
育
等
の
事
業
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進

し
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
と
し
た
「
高
齢
者

交
通
安
全
教
室
」
を
自
動
車
教
習
所
で
開
催
し
、

高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
・
啓
発
に
努

め
ま
す
。

本市の貴重な財産である「水」を未来に継承する
ため、市民・事業所・行政が一体となって、水資
源の恒久的な保全策について検討します。

健
康
で
幸
せ
な
暮
ら
し
の
実
現

豊
か
な
自
然
環
境
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

安
心
で
快
適
な
生
活
空
間
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
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